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11
月
３
日
、
令
和
５
年

度
大
桑
村
表
彰
式
が
役
場

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

１
年
遅
れ
て
の
開
催
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
２
年

連
続
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、

櫻
井
秀
夫
さ
ん
（
下
在

２
）
は
「
健
康
な
身
体
と

こ
の
年
齢
ま
で
働
け
る
こ

と
に
感
謝
し
、
微
力
な
が

ら
村
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
功
労
表
彰

２
名
を
始
め
、
計
17
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

下
起　

幸
一

　

平
成
４
年
10
月
に
初
当
選
以
来
７
期

26
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
活
動

し
、
平
成
20
年
９
月
か
ら
平
成
27
年
４

月
ま
で
、
第
15
代
大
桑
村
議
会
議
長
と

し
て
、
村
政
の
発
展
と
地
域
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井　

秀
夫

　

平
成
15
年
５
月
に
大
桑
村
商
工
会
理

事
に
就
任
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
商
工

会
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
24
年
５
月

か
ら
令
和
３
年
５
月
ま
で
の
９
年
間
は

大
桑
村
商
工
会
長
と
し
て
の
重
責
を
全

う
し
商
工
業
の
振
興
と
観
光
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

大桑村表彰式
令和５年度

▲受賞者による謝辞

功
労
表
彰
受
賞
者

功
労
表
彰
受
賞
者
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岩
佐　

孝
和

　

平
成
11
年
４
月
に
初
当
選
以
来
６

期
24
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て

活
動
し
、
平
成
27
年
５
月
か
ら
令
和

５
年
４
月
ま
で
の
２
期
８
年
間
は
第

16
代
大
桑
村
議
会
議
長
と
し
て
、
村

政
の
発
展
と
地
域
の
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

白
木　
　

正

　

大
桑
村
教
育
委
員
と
し
て
12
年
以

上
、
大
桑
村
統
計
調
査
員
と
し
て
15

年
以
上
勤
続
さ
れ
、
教
育
行
政
の
発

展
及
び
村
統
計
業
務
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。山

本　

由
幸

　

大
桑
村
教
育
委
員
と
し
て
８
年
間
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
９
年
以
上
務

め
ら
れ
、
教
育
行
政
の
発
展
へ
貢
献
さ

れ
、
人
権
啓
発
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

科
野　

信
彦

　

大
桑
村
統
計
調
査
員
と
し
て
15
年

以
上
勤
続
さ
れ
、
村
統
計
業
務
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

登
玉　

慎
二
（
22
年
）

金
澤　
　

燈
（
22
年
）

中
谷　

基
樹
（
24
年
）

今
井　

康
貴
（
26
年
）

太
田　

将
之
（
18
年
）

中
野　

智
仁
（
22
年
）

大
畑　

一
喜
（
26
年
）

田
中　

浩
志
（
19
年
）

古
根　
　

将
（
22
年
）

東　
　

敦
史
（
24
年
）

下
原　
　

実
（
18
年
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
へ
勤
続
し
、

大
桑
村
の
消
防
治
安
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
、
上
田
喜
美
子
さ
ん
（
上
郷
）
、

古
瀬
清
子
さ
ん
（
殿
中
）
に
村
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
、
長
野
県
知

事
、
大
桑
村
長
か
ら
の
祝
い
状
の
ほ
か
、
長
寿
祝
い
金
と
祝
い
品
と

し
て
銀
杯
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
や
健
康
の
秘
訣
を
聞
く
と
、
上
田
さ
ん
は
「
畑
で
野
菜
や
花

を
育
て
る
の
が
好
き
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

古
瀬
さ
ん
に
１
０
０
歳
を
迎
え
て
と
尋
ね
る
と
「
１
０
０
歳
は
ま

だ
若
い
。
周
り
に
は
も
っ
と
年
上
の
人
が
多
く
い
る
」
と
語
り
、
自

身
が
元
気
な
理
由
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
新
聞
紙
を
折
っ
て
ご

み
袋
を
作
る
こ
と
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

百
歳
祝
賀

▲
上
田
喜
美
子
さ
ん

▲

賞
状
を
受
け
取
る
古
瀬
清
子
さ
ん

功
績
表
彰
受
賞
者

功
績
表
彰
受
賞
者

公
職
等

公
職
等

勤
続
表
彰
受
賞
者

勤
続
表
彰
受
賞
者

消
防
団
員

消
防
団
員

勤
続
表
彰
受
賞
者

勤
続
表
彰
受
賞
者

3



シ
ェ
ル
ビ

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
訪
問
団
来
村

ビ
ル
市
訪
問
団
来
村

　　

1010
月月
1313
日
か
ら

日
か
ら
1717
日
ま
で
の
５
日
間
、

日
ま
で
の
５
日
間
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
シ
ェ
ル

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
シ
ェ
ル

ビ
ー
ビ
ル
市
か
ら
、
訪
問
団
７
人
が
来

ビ
ー
ビ
ル
市
か
ら
、
訪
問
団
７
人
が
来

村
し
ま
し
た
。

村
し
ま
し
た
。

　

村
と
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
は
平
成
９

　

村
と
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
は
平
成
９

年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
以
来

年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
以
来
2626
年年

間
、
相
互
に
訪
問
し
交
流
を
深
め
て
き

間
、
相
互
に
訪
問
し
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交

　

令
和
２
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交

流
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、

流
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

感
染
症
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

感
染
症
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

４
年
ぶ
り
に
交
流
を
再
開
し
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
交
流
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
校
生
の
リ
リ
ー
・
ウ
ー
レ

　

今
回
は
高
校
生
の
リ
リ
ー
・
ウ
ー
レ

リ
ー
さ
ん
と
イ
ザ
ベ
ラ
・
ミ
ラ
ー
さ

リ
ー
さ
ん
と
イ
ザ
ベ
ラ
・
ミ
ラ
ー
さ

ん
、
ソ
フ
ィ
ア
・
リ
ン
チ
さ
ん
と
、
随

ん
、
ソ
フ
ィ
ア
・
リ
ン
チ
さ
ん
と
、
随

行
者
と
し
て
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
に
工

行
者
と
し
て
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
に
工

場
が
あ
る

場
が
あ
るIH

I A
m
ericas Inc.

IH
I A
m
ericas Inc.

社
員
社
員

の
ロ
バ
ー
ト
’ヒ
ー
ス
‘
シ
ャ
ッ
ト
さ

の
ロ
バ
ー
ト
’ヒ
ー
ス
‘
シ
ャ
ッ
ト
さ

ん
、
教
師
の
ロ
ジ
リ
ン
・
シ
ャ
ッ
ト
さ

ん
、
教
師
の
ロ
ジ
リ
ン
・
シ
ャ
ッ
ト
さ

ん
夫
妻
、
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
の
警
察

ん
夫
妻
、
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
の
警
察

官
ポ
ー
ル
・
ベ
ネ
ッ
ト
さ
ん
と
教
師
の

官
ポ
ー
ル
・
ベ
ネ
ッ
ト
さ
ん
と
教
師
の

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
さ
ん
夫
妻

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
さ
ん
夫
妻

の
７
人
が
来
村
し
ま
し
た
。

の
７
人
が
来
村
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
リ
リ
ー
さ
ん
が
武
居
直
樹

　

高
校
生
は
リ
リ
ー
さ
ん
が
武
居
直
樹

さ
ん
（
弓
矢
下
）
宅
に
、
イ
ザ
ベ
ラ
さ

さ
ん
（
弓
矢
下
）
宅
に
、
イ
ザ
ベ
ラ
さ

ん
が
高
杉
正
樹
さ
ん
（
下
在
１
下
）
宅
、

ん
が
高
杉
正
樹
さ
ん
（
下
在
１
下
）
宅
、

ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
が
原
田
耕
作
さ
ん
（
長

ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
が
原
田
耕
作
さ
ん
（
長

野
西
）
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
ホ
ス

野
西
）
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
に
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

滞
在
期
間
中
に
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
高
校
生
が
通
う
木
曽
青
峰
高
校

リ
ー
の
高
校
生
が
通
う
木
曽
青
峰
高
校

に
通
学
し
、
日
本
の
高
校
生
活
の
体
験

に
通
学
し
、
日
本
の
高
校
生
活
の
体
験

も
し
ま
し
た
。

も
し
ま
し
た
。

　

随
行
者
一
行
は
、
役
場
、
保
育
園
、

　

随
行
者
一
行
は
、
役
場
、
保
育
園
、

小
中
学
校
、
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
タ
ー
ボ
な
ど
の

小
中
学
校
、
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
タ
ー
ボ
な
ど
の

村
内
施
設
を
視
察
し
た
ほ
か
、
歴
史
民

村
内
施
設
を
視
察
し
た
ほ
か
、
歴
史
民

俗
資
料
館
、
須
原
宿
、
開
田
高
原
、
御

俗
資
料
館
、
須
原
宿
、
開
田
高
原
、
御

嶽
山
、
妻
籠
宿
と
、
木
曽
・
大
桑
の
歴

嶽
山
、
妻
籠
宿
と
、
木
曽
・
大
桑
の
歴

史
、
文
化
、
自
然
に
触
れ
ま
し
た
。

史
、
文
化
、
自
然
に
触
れ
ま
し
た
。

民宿すはらで

ホストファミリーのみなさんと

定勝寺
珈琲 刀の前で

図書館の視察

小学校の視察
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お
忙
し
い
中
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

初
め
て
で
大
変
だ
っ
た
が
、
生

活
の
違
い
や
、
生
の
英
語
を
体

験
で
き
て
良
か
っ
た
。

▼  

食
事
を
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た

の
で
、
食
事
に
気
を
使
っ
た
。

▼  

滞
在
期
間
が
も
う
２
，
３
日
長

い
と
違
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
た
と
思
う
。

▼  

帰
国
後
「second fam

ily

」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
メ
ー
ル

が
届
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。

▼  

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
違
い
や
、

文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
。

▼ 

阿
寺
渓
谷
や
森
の
里
の
秋
ま
つ

り
に
一
緒
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

日
本
・
大
桑
村
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
嬉
し

か
っ
た
。

▼ 

最
初
は
英
語
を
話
す
こ
と
に
抵

抗
感
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
つ

た
な
い
英
語
を
理
解
し
て
く
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く

さ
ん
と
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

英
語
が
好
き
に
な
っ
た
。

▼ 

今
の
自
分
の
語
彙
力
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
相
手
に
伝

わ
る
英
語
が
し
ゃ
べ
り
た
い
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

　

 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
桑
村
の
国
際
交
流
事
業
は
村
民
、

特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
豊
か
な
経
験

の
提
供
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
際
交
流
事
業
は
令
和
６

年
度
に
渡
米
、
令
和
７
年
度
に
来
日

と
コ
ロ
ナ
禍
以
前
同
様
に
相
互
訪
問

に
よ
る
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
公
的
な
交
流
が
主
体
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
民
間
交
流
も
今

後
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
国
際
交

流
に
関
す
る
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
総
務
課
企
画
財
政
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

企
画
財
政
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

意
見
・
感
想

意
見
・
感
想
（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

意
見
・
感
想
（
抜
粋
）

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ア
ン

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
次
の
よ
う
な

ケ
ー
ト
を
行
い
、
次
の
よ
う
な

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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野
間
読
書 

 

推
進
賞
受
賞

　

原
田
紗
千
子
さ
ん
（
下
在
１
下
）
が
、

第
53
回
野
間
読
書
推
進
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
賞
は
、
昭
和
46
年
か
ら
公
益
社
団

法
人
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
毎
年
主

催
し
て
お
り
、
地
域
で
読
書
推
進
活
動

に
貢
献
し
た
人
及
び
団
体
を
顕
彰
す
る

も
の
で
す
。
原
田
さ
ん
は
、
「
ぶ
ん
こ

モ
モ
」
を
長
年
運
営
し
て
き
た
こ
と
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
の

部
受
賞
は
県
内
２
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

原
田
さ
ん
は
受
賞
の
あ
い
さ
つ
で

「
文
庫
は
本
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
と

向
か
い
合
え
る
も
の
。
本
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
の
は
と
て
も

う
れ
し
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。

▲受賞した  原田 紗千子さん

　

10
月
24
日
、
25
日
に
中
学
２
年
生

が
職
場
体
験
学
習
を
行
い
、
村
内
外

の
事
業
所
で
様
々
な
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
働
く
こ
と
の
意

義
や
喜
び
を
知
り
、
郷
土
の
職
場
や

産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
事
業
所
の
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

「
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
」
で
は
、

小
幡
心
菜
さ
ん
、
新
家
峻
吾
さ
ん
が

品
出
し
や
接
客
を
体
験
し
ま
し
た
。
小

幡
さ
ん
は
、
「
お
客
様
が
気
持
ち
よ
く

買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
態
度
や
笑
顔

に
気
を
つ
け
て
取
り
組
ん
だ
」
新
家
さ

ん
は
、
「
お
客
さ
ん
が
見
や
す
い
よ
う

に
、
商
品
を
手
前
に
出
し
た
り
、
不
良

品
が
な
い
か
確
認
し
た
り
し
た
」
「
レ

ジ
操
作
や
接
客
が
難
し
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
と
の
交
流
を
通

し
て
、
学
校
生
活
で
は
学
べ
な
い
こ
と

を
経
験
で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

「
野
高
モ
ー
タ
ー
ス
」
で
は
、
中
島

涼
太
さ
ん
が
車
の
整
備
を
体
験
し
ま
し

た
。
ほ
か
の
人
の
車
を
扱
う
と
い
う
こ

と
で
、
丁
寧
に
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

き
れ
い
に
洗
車
を
し
て
い
ま
し
た
。
中

島
さ
ん
は
、
「
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
行
い
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
精

い
っ
ぱ
い
業
務
を
し
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
野
高
モ
ー
タ
ー
ス
の
方
は

「
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
学
ん
だ
こ
と
を
中
学
校
に

戻
っ
て
も
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
学

校
生
活
や
、
進
路
選
択
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

こ
の
記
事
は
、
職
場
体
験
と
し
て
役
場
企
画
財
政
係
の
業
務
を
体
験
し
た
、
中
学
２
年
生
の
生
徒
２
人
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

中
学
生

中
学
生

職
場
体
験

職
場
体
験

▲商品の並びを整理する  小幡 心菜さん

▲商品を補充している  新家 峻吾さん

▲丁寧に洗車をする  中島 涼太さん
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材
や
布
等
を
巻
き
付
け
る

● 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
布

や
新
聞
紙
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を

袋
詰
め
に
し
た
も
の
を
入
れ
る

 

長
期
間
家
を
空
け
る
時
に
は

担
当
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※ 
万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と

き
は
、
水
道
工
事
事
業
者
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

冬
は
、
水
道
管
の
凍
結
に
注
意
が

必
要
で
す
。
水
道
管
内
の
水
が
凍
結

す
る
と
、
水
道
管
が
破
裂
し
、
漏
水

し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
家
屋
側
の
水

道
管
は
利
用
者
の
責
任
で
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
側
の

漏
水
に
よ
る
水
道
管
の
取
り
換
え
・

修
理
費
等
は
利
用
者
の
負
担
と
な
る

た
め
、
日
頃
か
ら
適
切
な
管
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

安
心
し
て
水
道
を
使
え
る
よ
う
に
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

凍
結
し
や
す
い
箇
所

●

露
出
管

● 

家
屋
の
北
側
や
日
陰
、
風
当
た
り

の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

●

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

凍
結
防
止
策

● 

屋
外
の
露
出
管
へ
凍
結
防
止
電
熱

帯
を
設
置
。
電
熱
帯
の
電
源
の
確

認
● 

屋
内
の
水
道
管
へ
、
市
販
の
保
温

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
水
道
課 

上
下
水
道
係 

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

野尻連絡所・須原郵便局・各種証明書発行　　12月 29日㈮ ～１月３日㈬

汲み取り
　12月 29日㈮ ～１月３日㈬
※年内の汲み取り受付は 22日㈮まで
　㈲環境サービス　℡ 52-2587

リサイクルステーション閉鎖（役場上、くわっこ工房横）
　12月 28日㈭ 17時 ～１月４日㈭８時 30分

ごみ収集 
　12 月 29日㈮ ～１月３日㈬
【年末特別持ち込み】※可燃ごみ 
　12月 29日㈮　午前９時～午後３時
　木曽クリーンセンター　℡ 24-3131

大桑村図書館
　12月 28日㈭ ～１月３日㈬

くわちゃんバス・乗合タクシー
　12月 29日㈮ ～１月３日㈬

大桑保育園
　12月 29日㈮ ～１月３日㈬

子育て世代抱括支援センター（まめっこ）
　12月 29日㈮ ～１月３日㈬

村民体育館
　12月 29日㈮ ～１月３日㈬

年末年始の
  休館休館と休業休業
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
大
桑
で
の
暮
ら
し

は
４
年
目
を
迎
え
、
四
季
の
気
候
の

変
化
に
も
慣
れ
て
き
た
と
思
い
き
や
、

今
年
の
夏
は
酷
暑
と
残
暑
厳
し
く
身

体
に
堪
え
ま
し
た
。
毎
年
異
常
気
象

で
す
ね
。

　

そ
ん
な
酷
暑
か
ら
秋
に
変
わ
り
き

ら
な
い
秋
分
の
日
よ
り
１
か
月
間
、

「
土
着
と
ス
ト
リ
ー
ト
」
と
題
し
て

ラ
・
モ
ラ
（
改
装
中
の
和
村
古
民

家
）
を
会
場
に
木
曽
郡
、
東
北
、
関

東
、
関
西
、
遠
く
は
メ
キ
シ
コ
よ
り

総
勢
14
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き

展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
元
養
蚕

農
家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
桑
の
木
の
植

樹
を
行
い
、
養
蚕
に
ま
つ
わ
る
テ
ー

マ
の
作
品
も
幾
つ
か
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

展
覧
会
初
日
に
は
「
か
い
こ
ろ

く
」
と
題
し
た
戦
時
下
の
日
本
を
舞

台
に
人
と
蚕
の
関
わ
り
を
描
い
た
作

品
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

展
覧
会
関
連
行
事
と
し
て
大
桑
小

学
校
全
学
年
で
も
、
養
蚕
を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
そ
こ
で

児
童
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
た
作
品
も

展
示
し
ま
し
た
。
実
際
に
蚕
を
飼
っ

て
繭
の
張
り
方
や
蚕
の
生
態
を
観
察

し
た
人
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て
蚕
の
幼
虫

の
写
真
、
実
際
の
繭
を
見
る
子
ど
も
た

ち
も
多
く
、
実
際
に
繭
を
手
に
取
り
蚕

の
生
態
を
知
る
こ
と
で
大
桑
村
の
養
蚕

に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
ス

ト
リ
ー
ト
＝
街
道
文
化
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
須
原
ば
ね
そ
保
存
会
の
方
々
の
協

力
で
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
は
、
須
原
ば
ね
そ
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
は
未
来
の
農
夫
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
古
民
家
等
か
ら
出
て
き
た
古
着

を
再
利
用
し
た
服
を
大
桑
村
、
木
曽
郡

の
モ
デ
ル
の
方
々
に
着
て
い
た
だ
き
歴

史
民
俗
資
料
館
の
回
廊
を
舞
台
に
歩
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
桑
村
の
養
蚕
、
日
本
の
繊
維
産
業

の
衰
退
か
ら
現
在
の
衣
料
自
給
率
２
％

と
い
う
現
状
に
少
し
で
も
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
症
は
完
全
に
終
息
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
「
森
の
里
の
秋
ま
つ
り
」
を
は

じ
め
徐
々
に
村
の
催
し
も
の
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
森
の

里
の
秋
ま
つ
り
」
で
は
メ
キ
シ
コ
で
買

い
付
け
し
た
民
芸
品
や
大
桑
焼
を
展
示

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
真
っ
只
中
に
大
桑
村
に
移
住
し
て

き
た
の
で
は
じ
め
て
の
大
規
模
行
事
で

村
民
の
方
々
の
楽
し
そ
う
な
様
子
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
絶
賛
改
装
中
の
ラ
・
モ
ラ

で
す
が
村
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
来
年
度
も
展
示
会
、
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

冬
は
降
雪
や
凍
結
に
よ
り
道
路
環

境
が
悪
く
な
る
季
節
で
す
。
特
に
年

末
は
、
飲
酒
や
夜
間
に
出
歩
く
機
会

が
増
え
る
た
め
、
交
通
事
故
に
一
層

の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
、
日

頃
か
ら
交
通
安
全
を
意
識
し
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

❶ 

夜
間
の
交
通
事
故
防
止 

夜
間
の
外
出
時
は
、
夜
光
反
射
材

や
自
発
光
材
を
使
用
し
て
自
分
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

❷ 

高
齢
者
の
事
故
防
止 

高
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
身

体
機
能
が
変
化
し
ま
す
。
丁
寧
な

安
全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、

警
察
署
や
役
場
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

❸ 

飲
酒
運
転
の
根
絶 

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
被
害
者
も
加
害
者
も

一
瞬
で
人
生
を
棒
に
振
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

年
末
は

交
通
事
故
に
注
意

▲  GR19ファッションショー「須原ばねそ」

▲  土着とストリート展会場「la mora」にて
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令
和
５
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
年
末
年
始
と
い
え
ば
忘
年
会
・
新

年
会
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
で
あ
れ
ば
、

食
欲
増
進
、
血
行
促
進
、
ス
ト
レ
ス
緩

和
等
、
体
へ
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く

人
と
人
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、

飲
み
方
を
間
違
え
る
と
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
な
ど
に
よ
り
命
を
落
と
す
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
に
気
を
付
け

た
い
「
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
20
％
は
胃

が
ゆ
っ
く
り
吸
収
し
、
大
部
分
は
小
腸

で
速
や
か
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸
収
さ

れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
血
液
に
入
り
全
身

に
い
き
わ
た
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が

脳
に
達
す
る
と
、
脳
の
神
経
細
胞
に
作

用
し
、
脳
の
働
き
を
麻
痺
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
が
酔
っ
た
状
態
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

胃
・
小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
た
ア
ル

コ
ー
ル
が
肝
臓
に
運
ば
れ
る
と
、
肝
臓

で
ア
ル
コ
ー
ル
は
「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
」
と
い
う
有
害
物
質
に
分
解
さ
れ
ま

す
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
顔
が
赤

く
な
っ
た
り
、
動
悸
、
吐
き
気
、
頭
痛

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
無
害
な
「
酢
酸
」

に
分
解
さ
れ
、
酢
酸
は
、
最
終
的
に
水

や
炭
酸
ガ
ス
と
な
り
体
の
外
に
排
出
さ

れ
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
は

　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
と
は
ア
ル
コ
ー
ル
を

短
時
間
に
多
量
に
飲
む

こ
と
に
よ
り
、
意
識
障

害
を
生
じ
る
も
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
脳
に
作

用
し
ま
す
。
脳
に
は
生

命
を
維
持
す
る
た
め
の
呼
吸
や
心
拍
を

維
持
す
る
た
め
の
役
割
が
あ
る
た
め
、

短
時
間
に
多
量
の
お
酒
を
飲
み
、
血
液

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
上
昇
す
る

と
、
脳
の
機
能
が
麻
痺
し
、
呼
吸
や
心

拍
を
低
下
さ
せ
、
最
悪
亡
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
嘔
吐
し
た
際
に

吐
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
て
窒
息
す
る
こ

と
や
、
交
通
事
故
に
遭
う
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。
東
京
消
防
庁
の
調
査
で
は
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
よ
っ
て
東
京

消
防
庁
管
内
だ
け
で
毎
年
１
万
人
以
上

の
人
が
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
て
い

ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に

 

な
り
や
す
い
人

　

日
本
人
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る

力
が
弱
い
人
が
多
く
、
５
％
の
人
は
全

く
分
解
で
き
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
飲
酒
後
に
顔
が
赤
く
な
る
人
は
ア

ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
遅
い
た
め
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
女
性
、
高
齢
者
も
ア

ル
コ
ー
ル
の
分
解
機
能
が
弱
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
者
は
無
理
な
飲

酒
を
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
か
、
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
搬
送
さ
れ
る
人
は

20
代
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
予
防

❶ 

短
時
間
に
多
量
の
飲
酒
を
し
な
い 

　

血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
最

高
に
達
す
る
ま
で
に
は
飲
ん
で
か
ら

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
飲
ん
だ
直
後

は
な
ん
と
も
な
く
て
も
、
そ
の
後
に

体
調
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
場
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
一
気

飲
み
を
す
る
こ
と
、
さ
せ
る
こ
と
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

❷ 

適
量
を
守
る 

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
能
力
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
自
身
の
適
量
を

知
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
日
の

体
調
に
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
体
調

の
悪
い
日
の
飲
酒
は
控
え
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

❸ 

空
腹
時
の
飲
酒
を
し
な
い 

　

空
腹
時
の
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
の

吸
収
が
早
く
な
る
た
め
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
血
中
濃
度
が
急
激
に
上
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
食
べ
な
が
ら
飲
む

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

　

お
酒
を
飲
む
際
に
は
以

上
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ

け
て
、
楽
し
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

気
を
付
け
て

気
を
付
け
て  

－－

急
性
ア
ル
コ

急
性
ア
ル
コ
ーー
ル
中
毒

ル
中
毒

－－

▲
 

ア
ル
コ
ー
ル
分
解
の
イ
メ
ー
ジ
図

TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）
mail cent@vill.okuwa.lg.jpmail cent@vill.okuwa.lg.jp

保健だより保健だより

竹腰 梨花 竹腰 梨花 保健師保健師

アルコール

アルコールが脳の神経細胞に
作用すると、「酔った」状態に
なります。

胃・小腸で吸収 血液に入り
全身をめぐる

酢 酸
（体に無害）

小腸胃

炭酸ガス

水

変化
体の外に
排出

アセトアルデヒド
（体に有害）

肝臓で分解
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　除雪作業は、通常10～15㎝程度の積雪を目安に出動し、村内163路線、約102㎞の除雪を
行っています。
　積雪時には村内の建設等関係業者16社の協力により、通園、通学バス路線や交通量の多い
幹線道路を優先的に、早朝から一斉に作業を行います。降雪の状況によっては作業が遅くなっ
てしまう地域があります。
　除雪作業について次の点にご協力ください。作業に伴う騒音振動などご迷惑をお掛けします
が、ご理解ご協力をお願いします。

路上駐車はしない
　路上に駐車車両があると周辺の除雪がで
きず、除雪作業に大きな支障となります。
路上駐車をしないようにお願いします。

除雪車に近づかない
　除雪車の近くは、運転手から死角となり
大変危険です。特にお子さんやご年配の方
はご注意をお願いします。

玄関先等の除雪
　除雪車による作業の後は、玄関先等に雪
が残ってしまいます。地域の皆様のお力で
除雪をお願いします。

道路沿いの竹木
　雪の重みで道路へ覆いかぶさり通行の妨げに
なります。 
　降雪前に私有地の竹木の点検をお願いします。

除雪作業について次の点にご協力ください。

お問い合わせ先

▼国道に関すること：飯田国道事務所 木曽維持出張所　   ℡２２‐３０１１

▼県道に関すること：木曽建設事務所 維持管理課　　　   ℡２５‐２２３９（直通）

▼村道に関すること：大桑村役場 建設水道課 建設係　　  ℡＊＊５５‐３０８０

道路除雪作業道路除雪作業にに
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

例年通り村内各所に融雪剤を配布しますのでご利用ください。
融雪剤の補充や、指定場所以外の村道等で必要な場所がありましたら、
役場建設係まで連絡してください。

身近な道路の除雪や融雪剤散布にご協力ください。融雪剤
の設置

▲  融雪剤置き場の例 
ほかにもドラム缶や入れ物なしの場合もあります。

▲除雪作業の様子
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の行事予定
1 月
2 火
3 水
4 木 官公庁仕事始め

狼煙上げ

5 金
6 土 推しレコ！（図書館）

7 日 消防団出初式（小学校）

8 月

9 火
健康教室（野尻地区館）
三保期始め（保育園）
三学期始業式（小学校・中学校）

10水 ゴールデンシューの日（スポーツ公園）

11木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

12金 スキー教室（小学校）

13土
14日
15月
16火 健康教室（野尻地区館）

17水
18木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

新入生保護者説明会（中学校）

19金 なんでも相談（役場）

20土 図書館deシネマvol.14（図書館）
立志式（中学校）

21日
22月
23火 健康教室（野尻地区館）

24水
25木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

26金
27土 図書館おはなし会（図書館）

28日
29月
30火
31水

１１月

※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 10、17、24、31
英 会 話 ① 19：30 10、17、24、31
押 し 花 教 室 ② 10：00 19
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 休み
レザークラフト ⑦ 9：30 休み
陶 芸 教 室 ④ 10：00 休み

コール・マルベリー
① 19：30 17、24
② 19：30 10、31

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 9、16、23、30
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 9、23
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 10、17、24、31
ヨ ガ ② 14：00 13、27
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 休み
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 休み
フラ教室〈夜〉 ③ 19：30 休み
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 6、20
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 13、27
池坊いけばな教室 ③ 12：30 16、30
笑 い ヨ ガ ② 13：30 休み

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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11
月
22
日
、
中
学
２
年
生
の
授
業
で
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
後
３
ヶ
月
か
ら
１
年
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
体
験
や
手
遊
び
な
ど
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
週
間
前
に
事
前
学
習
と
し
て
助
産
師
か
ら
講
義
を
受
け
、
抱
っ
こ
の
練

習
な
ど
を
し
て
臨
ん
だ
中
学
生
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
抱
っ
こ
し
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り

と
普
段
な
か
な
か
で
き
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

１月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
1日㈪ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
2 日㈫ 芦沢医院（上松町） 52-2018
3 日㈬ 古根医院（大桑村） 55-1188
7 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
8 日㈪ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
14 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
21 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
28 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678

村の人口
1,495 世帯

（前月比±０世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ ０ ０
死　　　亡 ０ ４ ４
転　　　入 ３ ０ ３
転　　　出 １ ０ １
総　人　口
（前月比）

1,618
（＋２）

1,716
（－４） 

3,334
（－２） 

（12月１日現在・住民基本台帳登録人数）

10月・11月の
できごと

10/28  わくわく隊 須原散策

11/27  �中学校�
 

３年生と役場の懇談会

11/24  �小学校 マラソン記録会

10/20
小学校
音楽会

11/22
保育園
収穫祭

11/２
保育園
遠足

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  http://w
w

w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp
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オ

ー
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広
報

お
お

く
わ
N
o.590

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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